
[苦情者] [地方公共団体] 章番号

・内容の的確な聞き取り 2.

　　　※「低周波音の測定方法に関するマニュアル」活用

・調査員の感覚 3.

・簡単な測定

・発生源の推定

　　　※「低周波音の測定方法に関するマニュアル」活用

4.

測　定*

・測定体制の検討

・施設の稼動状況の把握 4.1

・測定項目 ・1/3オクターブバンド音圧レベル

・測定日、時間 ・G特性音圧レベル 4.2

・測定場所 ・騒音レベル

・振動レベル

評　価* 5.

物的苦情 5.1

心身に係る苦情 5.2

・騒音、振動による確認（低周波音と対応がない場合等）

なし

　　あり

　

・発生源の確定 6.

対策の検討* ・低減量の検討

・対策手法の検討等

・測定方法 7.

・判定方法

解　決

図　　　苦情申し立てから解決までの流れと、手引書に記載されている章番号

申し立て内容の把
握

現場の確認

測定計画の立案*

測定の実施*

　　　　　*：専門家への相談または、依頼

　　　※「低周波音防止対策事例集」活用

[発生源者]

対策効果の確認*

・低周波音による確認（参照値との比較）

・苦情者自身の問題も含めた総合的な判断

　　　※低周波音問題対応のための「評価指針」活用

　　　※低周波音問題対応のための「評価指針」活用

・発生源の稼動状況と苦情との対応

苦情との対応

申し立て

説明

説明

説明

説明

説明

行政指導

行政指導

行政指導

報告説明


